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⽇本刑法学会九州部会第 136 回例会開催のお知らせ 
 

九州部会事務局 
 
 ⽇本刑法学会九州部会第 136 回例会を下記の要領で開催いたしますので、ご案内申し上
げます。 
 
【⽇時】2026 年 2 ⽉ 14 ⽇（⼟）13：30〜17：00 
 
【場所】福岡⼤学七隈キャンパス ⽂系センター棟 15F 第 6 会議室 
 

当例会への出席について 
⽇本刑法学会の会員の⽅は、どなたでも当例会にご参加いただけます。 
出席される会員の⽅は、1 ⽉ 31 ⽇（⼟）までに、下記 Google Forms の URL よりご回

答願います。 
https://forms.gle/bXkGPH2h152RaTfg7 
 
次に該当する⽅は、事務局の寺嶋まで直接ご連絡ください。 
（上記フォームの説明欄に連絡先を記載しております） 
・ 2 ⽉ 1 ⽇以降に出席の連絡を⾏う⽅。 
・ ⽇本刑法学会の会員でない刑事法研究者（⼤学院⽣を含む）または刑事司法関係の

実務家の⽅で、オブザーバーとして参加を希望される⽅。 
 
実施要項は次⾴へ 
  

https://forms.gle/bXkGPH2h152RaTfg7
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【実施要項】 
研究報告①（13：40〜15：10） 
富⼭侑美会員（沖縄⼤学経法商学部准教授） 
「仮定的同意論の可能性について」 
参考⽂献 
･ 富⼭侑美「正当化要件としての患者の同意とインフォームド・コンセント（１）〜（５・

完）―『仮定的同意』の問題を⼿掛かりとして―」北⼤法学論集 72巻 4号 1 ⾴、72巻
6号 63 ⾴、74巻 2号 71 ⾴、74巻 4・5・6号 507 ⾴、75巻 1号 33 ⾴ 

 
研究報告②（15：20〜16：50） 
梶悠輝会員（⿅児島⼤学法⽂学部法経社会学科・助教） 
「デジタル時代のアメリカ⾃⼰負罪拒否特権：電磁的記録提供命令の創設を踏まえた若⼲
の考察」 
参考⽂献 
･ 梶悠輝「デジタル時代のアメリカ⾃⼰負罪拒否特権 ：デジタルデバイスのロック解除

と⾃⼰負罪拒否特権に関する⼀考察」同志社法学 74巻 8号（2023）41 ⾴以下 
 
臨時総会・諸連絡（16：50〜17：00） 
 

以上 


